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国際交流に興味のある方なら、どなたでも参加できます。

■年会費（４月から翌年３月まで）
＜個人＞ １８才以上 １口 1,000円

１８才未満 １口 500円

＜団体・法人＞ １口 10,000円

編集後記
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◇◆今後の事業のご案内◆◇

◇せかい まるごとまつり
2026年10月18日（日）
長久手市文化の家

◇多言語スピーチコンテスト
くーてトーク2027

2027年1月23日（土）
長久手市文化の家

◇◆長久手市国際交流協会 ご加入のご案内◆◇

上：協会の新事業 ながくて留学生交流会2025

愛・地球博記念館ツアー
右：AICHI TECH DAY2026

協会ワークショップコーナー

5月24日（日）愛・地球博記念公園 地球市民交
流センターで開催されたAICHI TECH DAY2026

に後援し、出展協力しました。
ベルギー伝統工芸のタピスリー体験コーナー、
１０月に開催するせかいまるごとまつりで展示する
フラワーカーペットのパーツ作りコーナーを行いま
した。終日途切れることなく参加者が訪れ、にぎや
かなコーナーになりました。
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AICHI TECH DAY2026 開会式
左から：天野浩 名古屋大学特別教授

町田悟 AICHI TECH DAY2026実行委員長
大村秀章 愛知県知事
佐藤有美 長久手市長

フラワーカーペットのパーツ作りをする参加者

協会ホームページ 協会インスタグラム

AICHI TECH DAY2026
出展協力！

長久手温泉ござらっせの新しい運営権者の 株式会社GOZA が加入されました。
現在改修中の長久手温泉ござらっせは2026年夏にリニューアルオープン予定です。

◇◆新加入 団体・法人会員のご紹介◆◇

AICHI TECH DAY2026へ子ども達を連れて行ってきました！このイベントの素晴らしいところは、
やはり、「科学」という難しそうな世界に、ワクワクする気持ちで触れられる、というところだと思い
ます。私自身、科学は大の苦手ですが…今後もこのイベントを子どもと一緒に楽しみたいと思います！

（C.S)



□児童生徒日本語教育支援・プレクラス□
すでに始まっていた通常支援に加え、日本語ゼロレベルの児童生徒を対象に20時間集中して

日本語と学校生活への不安を支援するために初期集中支援のプレクラスが始まりました。2024

年度に助成金、2025年からは市から委託を受けて行っています。プレクラス終了後は通常支援
に移行しています。学校からの期待も高く、常に児童生徒に寄り添う支援を行っています。

□ながくて留学生交流会□
市内、近隣大学で学んでいる留学生と市民の交流を促進するために2023年に発足しました。助
成金をもとに留学生を対象にした長久手市をめぐるバスツアーや着物着付け体験、愛知県の無形民
俗文化財に指定されているオマントの見学、作陶体験などを行いました。日本人学生ボランティア
や長久手市郷土史研究会など、協会だけでなく地元のみなさんの協力のもと、交流を続けています。
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特集!! 協会の新事業
協会には日本語教室をはじめ、多くの事業でボランティアが活躍しています。
協会設立30周年以降に始まった新しい事業を紹介します。

□まなびばふらっと□
2023年夏に開催した日本語教室スキルアップ研修で、時間内に消化できなかった日本語教室
の課題を研修で講師を務めた宮谷敦美さんの声がけで始まった自主的な研修会です。現在は日本
語教室ボランティアのスキルアップだけでなく、多文化共生にまつわる勉強会として月に1度開催
しています。講師、学習者という垣根を取り払い、だれもがスピーカーになれる「ふらっと」な
学びの場として2026年度事業化しました。
現在は月に１度（第２もしくは第３火曜日）午後７時３０分からオンラインで開催しています。

今までの研修内容（一部抜粋）
・学習者が自分で学ぶ力を育てる：日本語教室での自律学習サポート
・外国人受け入れの状況と課題
・長久手市の多文化共生と外国人住民
・日本語教育と演劇の可能性～フィリピン環境演劇ワークショップの事例から～
・AIを活用した教室運営と活動準備
・近年の入管行政の変化と外国人関連手続き
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日本語教育支援員連絡会議のようす

宮谷敦美さん

対面とオンラインのハイブリット開催 オンライン開催のようす

①市役所でバスに乗り込む留学生たち
②愛知県陶磁美術館で作陶体験
③色金山歴史公園 胡牀庵で茶道体験
④色金山歴史公園で武将なりきりイベント
⑤リニモテラス公益施設で着物着付けと茶道体験
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